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１．概要   収縮変形の計測は、ｺﾝｸﾘｰﾄ打設翌日にｽﾗﾌﾞ上に出

した基準墨の長さの変化を計ることで行った。下層

においてﾌﾟﾚｽﾄﾚｽを導入すると、両端部で 10mm 近く

の縮みが見られたため、それより上層においては、

この縮みを想定して１F 床から墨出しを行い、縮み分

をあらかじめ修正して基準墨位置を出している。こ

こでの計測データは、それらの値を含めて補正して

求めたものである。 

 本報告は、PS･PCa 構造建物の PS 導入後の収縮の

実測を行い、簡単な考察を加えたものである。 
２．概要  
 対象とした建物は、都営住宅北青山一丁目ｱﾊﾟｰﾄ 3
号棟 1)で、図-１に示したような桁行方向 62.5ｍ、梁

間方向 11.5ｍの板状であり、10 階建てで階高 2.8ｍで

ある。桁行き方向は外側ﾗｰﾒﾝが逆梁、内側ﾗｰﾒﾝが順

梁のﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝﾊｰﾌ PCa 材、梁間方向の梁は W 型のﾎﾟ

ｽﾄﾃﾝｼｮﾝﾊｰﾌ PCa 材で、中央に空洞部があり、現場打

ちｺﾝｸﾘｰﾄで耐震壁と一体化している。ｽﾗﾌﾞはﾌﾟﾚﾃﾝｼｮ

ﾝのﾊｰﾌ PCa 材である。 

各ﾌﾛｱｰでの緊張直後と、7F 床ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時、およ

び RF ｺﾝｸﾘｰﾄ打設後に計測した両端部における変形

量を表-1 に示す。 
４．変形量の概略計算 

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度は、PCa 部分が 50N/mm2、現場打ち部

分が 30N/mm2 である。ｺﾝｸﾘｰﾄ打設は 1998 年 8 月の地

下階に始まり、およそ 1 ﾌﾛｱｰ１月弱のﾍﾟｰｽで 1999 年

4 月初めに 10 階立上がり（RF 床）の打設を行ってい

る。PS の導入時期は、第１期工事でﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ導入に伴

いｽﾊﾟﾝが縮まる現象が観測されており、その対策と

してｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ打設後、所定の強度に達した後とし

た。全ｽﾗﾌﾞ断面有効としたﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ導入に伴う収縮変

形量の予測値は数ﾐﾘであった。 

4.1 基本仮定 
1)ｺﾝｸﾘｰﾄのﾔﾝｸﾞ係数は PC 規準 2)の値を準用し、

Fc=50N/mm2 に対し 36kN/mm2 とする。 
2)ｸﾘｰﾌﾟ係数は概算値として以下の式を用いる 2)。 
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（最終ｸﾘｰﾌﾟ係数(t=∽)＝3） 

  t : ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時からの経過週 
3)乾燥収縮ひずみの最終値： Sn=3.75×10-4 
4)平均的なﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ力 ： Ps＝2MN／梁１本 

３．変形の計測  5)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽの導入時の材齢は平均的に PCa梁材が４週、
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図―１ 平面図（PC 割付図） 



表―１ 桁行方向変形量 
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梁緊張

直後 
(mm) 

計測時

変形量
(mm) 

全体の 
縮量 
(mm) 

計測時

変形量
(mm) 

梁緊張

直後 
(mm) 

RF →3 →5 13 ←8 ←7 

10F →3 →5 16 ←11 ←10
9Ｆ →4 →4 16 ←12 ←9 
8Ｆ →5 →5 17 ←12 ←11 

7Ｆ
収縮量

計測時

↑ RF コンクリート打設 28 日後 
↓ 7F 床コンクリート打設時

6Ｆ →4 →4 13 ←9 ←9 
5Ｆ →4.5 →5.5 15 ←9.5 ←8 
4Ｆ →3 →8 18.5 ←10.5 ←7 
3Ｆ →5 →8 17.5 ←9.5 ←6.5 
2Ｆ →0 →5.5 7.5 ←2 ←5 
1Ｆ      

 

表-2 収縮量の計算値(mm) 
時期 項目 PCa 部材 現場打ち 平均

墨出し  材齢３週 材齢 0 週

乾燥収縮 1.6 3.4
弾性収縮 7.0  

プレスト

レス時 
(１週後) 合計 8.6 3.4

乾燥収縮 10.0 17.0
クリープ収縮 7.56  15 週後 
合計 24.6 17.0 20.8
乾燥収縮 15.6 23.4
クリープ収縮 12.6   最終 
合計 35.2 23.4 29.3

現場打ちｽﾗﾌﾞ部分が 1 週とする。 
6)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ導入時の弾性縮を算定するための有効軸剛

性は廊下を挟んだ両梁断面と廊下ｽﾗﾌﾞ分（後打ち

部分を含む）とする。 
 ｽﾗﾌﾞ全断面有効とするには現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ部分を

伝わって PCa 床板に応力伝達が行われる必要がある。

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ部分と、Pca 床板とには乾燥収縮に伴

うひずみﾚﾍﾞﾙに差があり、ここを伝わって Pca 床板

に圧縮応力が伝わるとは考えにくいため、全床断面

を有効軸剛性と見なすには無理があると判断した。

この仮定に従うと、ｸﾘｰﾌﾟ変形は PCa 梁部分のみ考え、

現場打ち部分は乾燥収縮のみとなる。なお、軸方向

断面は PCa 部分と現場打ち部分とがおおむね 1：1 の

断面比である。 
4.2 計算 
 床面上に墨出しをしたときのｺﾝｸﾘｰﾄ材齢(t0)を PCa
部材で 3 週、現場打ち部分で 0 週、ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ導入時の

材齢(t１)がそれぞれ 4 週、1 週としてｸﾘｰﾌﾟ係数を求め

て以下の式により各材齢時(t)の収縮量を算定すると、

表-2 に示したようになる。 
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4.3 評価 
計算値と実測値を比べてみると、2 階床変位は柱脚

固定柱の拘束効果があるので除くと、ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ導入時

の収縮はおおむね仮定有効ｽﾗﾌﾞ断面で求めた値に対

応している。3 階床、8 階床の収縮量計測時変形がお

おむねﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ導入後約 15 週に対応する。本仮定に

よる計算値は実測値より大きく、現場打ち部分の乾

燥収縮との平均値とおおむね対応している。これよ

り、ｸﾘｰﾌﾟ変形に対する有効断面は仮定断面より大き

いと想定される。実測された変形は１層の層間変形

角で 1/600 であり、柱に作用する不静定力として問題

となる大きさではないと考えられる。 
５．結び 
以上により、PS･PCa 構造の PS 導入に伴う収縮量

の算定には、適切な有効断面の設定が必要であると

言える。この建物では、施工の初期の段階でこれら

のことが確認できたので、あらかじめ親墨をふかし、

PS 導入後に所定の位置を確保できるようにした。ﾊｰ

ﾌ PCa 板では新旧ｺﾝｸﾘｰﾄに大きな相対ひずみ差が生

じることも報告 3)されており、長期変形計算には内部

応力の考慮が必要であると言えよう。今後より詳細

な計測が行われることが望まれる。なお、計測はハ

ザマ JV 都住北青山作業所（ハザマ東京支店・島田一

元所長）によって行われたものです。 
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